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ることは難しく，主観的な評価によって測定されるべきだという［内藤 2012，2017］ 4） 。そして，自
由な生き方を選択できることは人々にとってのウェルビーイングであるということを考えれば，主




































観的に自由を感じているのかを検証する  5） 。 
 　これらの検証課題を仮説にすれば次のようになる。 
 仮説 1A：現在志向の強い若年層の生活満足度が高い 
 仮説 1B：学歴の低い若年層が現在志向を通して生活満足度を高めている 
 仮説 2A：現在志向の強い若年層が主観的に自由だと感じている 








3,575人から有効回答を得た（回収率 43.0％）。若年層に注目する本稿では 20～ 34歳の人々に限定































では 2000年代以降に 34歳までが若者であると定義されるようになったとしている［Toivonen 2011＝2013］。本章





変数 割合（％） 平均 標準偏差
性別（女性） 53.4 年齢 28.0 4.3
正規職 54.9 教育年数 13.8 2.2
非正規職 23.5 世帯収入
無職 12.5 対数変換前 588.1 615.9
学生 9.1 対数変換 6.1 0.9













う 8） 。 
 4．分析結果 
 4.1　回答分布 



















































 　表 3は現在志向を従属変数とした重回帰分析の結果である。 
 　まず調整済み決定係数 R 2 値は .052（1％水準で有意）であった。教育年数に注目すると，有意な
負の効果がみられ，教育年数が短い人ほど現在志向が強いという関連が確認できる（B＝－.069 ＊ ＊ ）。













性別（ref：男性） －.291＊＊ .091 －.142
年齢 .009 .012 .038
教育年数 －.069＊＊ .020 －.150
正規職（ref）
非正規職 －.072 .110 －.030
無職 －.182 .139 －.059
学生 .244 .170 .069
世帯収入（対数変換） －.054 .049 －.046








 　表 4は生活満足度と主観的自由を従属変数とした重回帰分析の結果である。 
 　生活満足度の結果をみると，調整済み決定係数 R 2 値は .110（1％水準で有意）であった。教育年
数には有意な結果はでていない。しかしながら，統制変数として投入した変数の多くに規定されて
おり，性別（B＝.325 ＊ ＊ ），年齢（B＝－.026 ＊ ＊ ），非正規職（B＝－.237 ＊ ＊ ），世帯収入（B＝.114 ＊ ＊ ），
有配偶者（B＝.488 ＊ ＊ ）に有意な結果がみられる。現在志向に注目すると，有意な値とはなってお
らず，現在志向は生活満足度に影響を与えていないことがわかる。 
 　主観的自由の結果をみると，調整済み決定係数 R 2 値は .089（1％水準で有意）であった。教育
年数に有意な結果がでており，教育年数が長いほど主観的に自由を感じているということがわかる
（B＝.048 ＊＊ ）。統制変数では有配偶者（B＝－.301 ＊ ＊ ）に有意な結果がみられる。現在志向に注目
すると，有意な正の値がでており，現在志向が強いほど主観的に自由を感じていることがわかる（B










B SE β B SE β
定数 3.137＊＊ .432 2.686＊＊ .488
性別（ref：男性） .325＊＊ .075 .188 －.059 .084 －.031
年齢 －.026＊＊ .010 －.127 .005 .011 .021
教育年数 .030 .016 .078 .048＊＊ .018 .112
正規職（ref）
非正規職 －.237＊＊ .090 －.116 －.097 .102 －.043
無職 －.193 .114 －.074 －.241 .129 －.082
学生 .130 .140 .043 .150 .158 .045
世帯収入（対数変換） .114＊＊ .040 .115 －.010 .046 －.009
有配偶者 .488＊＊ .080 .281 －.301＊＊ .090 －.155
現在志向 .032 .034 .039 .159＊＊ .038 .169
















 　まず，教育年数が主観的自由に直接与える影響が確認できる（.112 ＊ ＊ ）。教育年数が長いほど主
観的に自由を感じていることがわかる。一方で，教育年数が現在志向を通して主観的自由に与える
























































 　まず，壮中年層との比較を行う。本稿では 20～ 34歳までを若年層と定義し分析を行った。そこ
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で 35～ 64歳の人々を壮中年層とし，分析を行った（表 5） 11） 。その結果，学歴と現在志向との結び






















B SE β B SE β
定数 2.819＊＊ .240 2.016＊＊ .236
性別（ref：男性） －.014 .048 －.007 －.047 .046 －.024
年齢 .009＊＊ .002 .083 .011＊＊ .002 .100
教育年数 －.022＊ .010 －.048 .045＊＊ .010 .099
正規職（ref）
非正規職 －.034 .056 －.015 －.053 .053 －.024
無職 －.008 .067 －.003 －.086 .064 －.032
世帯収入（対数変換） .040 .027 .035 .048 .026 .043
有配偶者 －.206＊＊ .055 －.085 －.382＊＊ .052 －.160
現在志向 .167＊＊ .020 .170
調整済み R2 .013＊＊ .071＊＊
N 2,226
注 1）B：偏回帰係数，SE：標準誤差，β：標準化偏回帰係数
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 The Effect of Present-orientation on Subjective Well-being in 
Japanese Youth: 
 Focusing on Life Satisfaction and Perceived Freedom 
 Ryotaro HAZAMA 
 要　　約 
 　本稿の目的は，若年層における現在志向が主観的ウェルビーイングに与える影響を検証することで
ある。主観的ウェルビーイングの指標として，生活満足度と主観的自由に注目し，現在志向との関連
を分析した。また，学歴の低い若年層ほど現在志向が強いという先行研究の結果から，学歴が現在志
向を通して主観的ウェルビーイングに与える影響も分析した。 
 　分析の結果，次の 3点が明らかとなった。（1）現在志向は若年層の生活満足度に影響を与えていな
い。（2）現在志向が強い若年層ほど主観的に自由を感じている。（3）学歴の低い若年層が現在志向を
通して主観的に自由を感じている。これらの結果からは，学歴の低い若年層が現在志向を持つことで
ストイックな努力から解放され，そのときそのときの刹那的な自由を感じていることが示唆される。 
 キーワード：若年層，現在志向，生活満足度，主観的自由，学歴 
 
